
資料１．評価方法 

単純

複雑

筆記 実演

選択回答式（客観テスト式）の問題
・多肢選択問題
・正誤問題
・順序問題
・組み合わせ問題
・穴埋め問題（単語・句）

自由記述式の問題
～短答問題（文章・段落・図表など）

・知識を与えて推論させる問題
・作問法
・認知的葛藤法
・予測‐観察‐説明（POE）法
・概念マップ法、ベン図法、KJ法
・運勢ライン法
・描画法

パフォーマンス課題
・エッセイ、小論文、論説文 ・朗読、口頭発表、プレゼンテーション
・研究レポート、研究論文 ・グループでの話し合い、ディベート
・実験レポート、観察記録 ・実験の計画・実施・報告
・物語、脚本、詩、曲、絵画 ・演劇、ダンス、曲の演奏、彫刻
・歴史新聞 ・スポーツの試合

プロジェクト

実技テストの項目

・検討会、面接、口頭試問
・短文の朗読
・実験器具の操作
・運指練習
・運動技能の実演

活動の断片的な評価

・発問への応答
・活動の観察
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①様々な学力評価の方法

 

 

②「知の深さ」と評価方法の対応関係（西岡加名恵） 

レベル  

１ 
事実的知識・個別的スキルを再生する 

・ 事実的知識：理論が基づいているような、明白で受容された事実（宣

言的知識）。転移しない。 

・ 個別的スキル：単純で個別的な手続き的知識。反復練習などで身につ

く。限られた範囲でしか転移しない。 

２ 
概念・プロセス（二つ以上の手順）を把握・適用する 

・ 概念：単語や短い語句で述べられた抽象的な知的構成概念（宣言的知

識）。トピックや文脈を超えて、転移可能。 

・ プロセス：意図された結果を達成するためのスキルの組み合わせ。学

問の中で（時には学問を越えて）転移可能。 

３ 
原理や一般化についての理解と方略的思考を総合して用いつつ、

課題に取り組む 

・ 原理や一般化：概念・プロセス・事実・スキルなどの諸要素を構造的

に関連づけ、整理したもの。完全な文の形で記述される。 

・ 方略的思考：推論したり、計画や手順の系列を開発したりする際に行

われる思考 

４ 
様々な原理や一般化についての理解を、高度な方略的思考を用い

つつ総合して、長期的なプロジェクトに取り組む 

 

※主に次の文献を参考にして、作成した。McTighe, J. & Wiggins, G., Understanding by Design: Professional 
Development Workbook, ASCD, 2004. p.65. 石井英真「高次の学力の質を捉える枠組み――N.L.ウェブの『知の

深さ』を中心に」田中耕治編著『「活用」を促進する評価と授業の探究』科学研究費補助金 基盤研究(C) （研究

課題番号 22530817，代表：田中耕治）研究成果最終報告書、2013 年、pp.14-22） 

（西岡加名恵「パフォーマンス課題の作り方と活かし方」西岡加名恵・田中耕治編著『「活用する力」を 

育てる授業と評価 中学校――パフォーマンス課題とルーブリックの提案』学事出版、2009 年、p.9）
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